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一
、
は
じ
め
に

　

日
蓮
（
一
二
二
二
～
一
二
八
二
）
の
遺
文
中
、
五
大
部
の
一
つ
に
列
せ
ら
れ
る

『
報
恩
抄
』
は
、
そ
の
紙
幅
の
多
く
を
割
い
て
密
教
批
判
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
真
言
宗
の
祖
師
で
あ
る
金
剛
智
三
蔵
（
六
七
一
～
七
四
一
）
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
な
逸
話
に
言
及
し
て
い
る
。

「
結
句
は
姫
宮
の
御
死
去
あ
り
し
に
、
い
の
り
を
な
す
べ
し
と
て
、
身
の
代

に
殿
上
の
二
の
女
子
七
歳
に
な
り
し
を
、
薪
に
つ
み
こ
め
て
焼
殺
せ
し
事
こ

そ
、
無
慙
に
は
を
ぼ
ゆ
れ
。
而
ど
も
姫
宮
も
い
き
か
へ
り
給
は
ず
。」（『
定

遺
』
一
二
二
九
頁
）

　

金
剛
智
は
姫
君
の
死
去
に
際
し
祈
祷
を
行
な
っ
た
。
そ
の
時
、
身
代
と
し
て
二

人
の
七
歳
の
女
子
を
薪
に
詰
め
込
ん
で
焼
き
殺
し
、
蘇
生
の
儀
式
を
行
な
っ
た
。

し
か
し
結
局
、
姫
君
は
生
き
返
ら
な
か
っ
た
…
…
。

　

こ
の
衝
撃
的
な
逸
話
の
出
典
と
し
て
、
先
学
は
往
々
に
し
て
賛
寧
（
九
一
九
～

一
〇
〇
一
）
の
『
宋
高
僧
伝
』（
以
下
『
高
僧
伝
』）
を
挙
げ
て
い
る
（『
啓
蒙
』
六

六
五
頁
、『
扶
老
』
二
五
八
頁
、『
御
書
註
』
三
九
五
頁
、
小
林
［
一
九
三
九
］
一

七
一
頁
、
守
屋
［
一
九
三
二
］
一
七
八
頁
な
ど
）。
当
該
箇
所
の
直
前
に
は
善
無
畏

三
蔵
（
六
三
七
～
七
三
五
）
に
関
し
て
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
に
「
彼

伝
を
見
る
に
云
、
今
観
畏
之
遺
形
漸・

加・

縮
小・

黒
皮
隠
々・

骨・

其・

露・

焉
等
」（
定
遺
一
二
二
八
頁
）
と
い
う
『
高
僧
伝
』
本
文
か
ら
の
明
確
な
引
用
が
見

ら
れ
る
た
め
、
こ
の
金
剛
智
の
伝
記
も
ま
た
同
書
に
取
材
し
て
い
る
と
見
て
問
題

は
な
か
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
件
の
『
高
僧
伝
』
に
お
い
て
こ
の
逸
話
は
、
大
筋
を
同
じ
く
す
る
も

の
の
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
全
く
異
な
る
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
、
玄

宗
皇
帝
（
六
八
五
～
七
六
二
）
の
寵
愛
す
る
「
公
主
」（
帝
の
娘
）
を
蘇
生
さ
せ
る

た
め
、
金
剛
智
は
二
人
の
女
子
を
法
術
に
よ
っ
て
冥
府
に
派
遣
し
た
。
こ
の
二
人

の
女
子
は
講
主
の
「
魂
」
を
引
き
連
れ
て
帰
還
し
、
見
事
に
公
主
は
（
短
期
間
で

あ
る
が
）
蘇
生
し
た
…
…
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
『
高
僧
伝
』
は
、
日

蓮
が
失
敗
談
と
し
て
語
っ
た
金
剛
智
に
よ
る
姫
君
（
＝
公
主
）
の
蘇
生
譚
を
成
功

日
蓮
と
金
剛
智
三
蔵

―
公
主
蘇
生
譚
を
め
ぐ
っ
て

―

岡
　
田
　
文
　
弘
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二

譚
と
し
て
、
金
剛
智
の
偉
業
の
一
つ
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

更
に
、
こ
の
「
公
主
蘇
生
譚
」
と
称
さ
れ
る（

１
）逸

話
は
、『
高
僧
伝
』
の
み
な
ら

ず
、
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
手
に
よ
る
『
秘
密
曼
荼
羅
付
法
伝
』

（
通
称
『
広
付
法
伝
』。
以
下
『
付
法
伝
』）
に
も
引
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
上
記
の

『
啓
蒙
』『
扶
老
』
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
六
六
六
頁
上・

二
五
八
頁
）。

　

後
述
す
る
が
こ
の
公
主
蘇
生
譚
は
、
金
剛
智
の
没
後
し
ば
ら
く
は
、
あ
ま
り
広

く
流
布
し
た
逸
話
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を

日
本
の
空
海
が
い
ち
早
く
紹
介
し
、
か
つ
、
日
蓮
が
俎
上
に
上
げ
て
い
る
事
実
は

注
目
に
値
し
よ
う
。
更
に
本
譚
は
、
道
儒
と
い
っ
た
中
国
宗
教
と
仏
教
と
の
習
合

の
様
相
を
伝
え
る
例
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
（
宮
崎
［
一
九
八
七
］）。
し
た

が
っ
て
、
説
話
伝
播
を
論
ず
る
に
し
て
も
、
そ
し
て
、
中
国・

日
本
と
い
う
東
ア

ジ
ア
世
界
に
お
け
る
仏
教
伝
播
に
つ
い
て
見
る
上
で
も
、
貴
重
な
材
と
成
り
得
る

説
話
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
こ
の
公
主
蘇
生
譚
を
取
り
上
げ
、
同
譚
の
日
蓮
に
よ
る
受
容
の

様
相
の
検
討
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
考
究
を
試
み
た
い
。

二
、
公
主
蘇
生
譚
の
系
譜

　

公
主
蘇
生
譚
を
含
む
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
杜
鴻
漸
『
三
蔵
和
尚
記
』（
八
世
紀
の
成
立
か
）

②
空
海
『
広
付
法
伝
』（
八
二
一
年
成
立
）

③
賛
寧
『
宋
高
僧
伝
』（
九
八
八
年
成
立
）

④
日
蓮
『
報
恩
抄
』（
一
二
七
六
年
成
立
）

⑤
栄
海
『
類
聚
八
祖
伝
』（
一
三
〇
四
年
成
立
）

　

①
『
三
蔵
和
尚
記
』（
以
下
『
和
尚
記
』）
は
杜
鴻
漸
（
？
～
七
七
六
）
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
金
剛
智
の
公
主
蘇
生
譚
の
初
出
と
（
現
状
で
は
）

推
定
さ
れ
る
碑
文
資
料
で
あ
る
。
そ
の
名
は
③
『
高
僧
伝
』
に
見
え
（『
大
正
』
五

〇
、
七
一
二
上
一
七
～
一
八
）、
逸
文
は
⑤
『
類
聚
八
祖
伝
』
中
の
引
用
に
よ
っ
て

見
る
こ
と
が
で
き
る（

２
）。

　

な
お
公
主
蘇
生
譚
は
、
①
を
除
け
ば
「
広
く
唐
代
の
密
教・

仏
教
関
係
は
勿
論

そ
れ
以
外
の
諸
資
料
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
」（
岩
崎
［
二
〇
〇
五
］
六
七
四

頁
）
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
①
は
重
要
な
資
料
と
言
え

よ
う
。

　

②
『
付
法
伝
』
に
お
け
る
公
主
蘇
生
譚
の
出
典
は
「
具
在
大
薦
福
寺
南
中
門
西

邊
和
上
碑
銘
中
」（『
弘
全
』
十
五
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
碑
も
現
在
は
詳
細
が
不
明

な
の
だ
が
、
①
の
発
見
に
よ
っ
て
岩
崎
［
二
〇
〇
五
］
は
「
こ
れ
も
ま
た
『
宋
高

僧
伝
』
と
同
様
に
、
こ
の
碑
銘
の
撰
述
者
が
杜
鴻
漸
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
六
七
五
頁
）
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
②
に
引
か
れ
る
公
主
蘇
生
譚
は
、
①
（
お
よ
び
、
そ
れ
に
明
ら
か
に
基

づ
く
③
）
と
比
較
す
る
と
内
容
的
に
も
、
ま
た
表
現・

語
句
の
面
で
も
少
な
か
ら

ぬ
相
違
が
あ
る
（『
纂
解
』
三
八
頁
下
―
三
九
頁
上
、
岩
崎
［
二
〇
〇
五
］
六
七
八

頁
）
の
で
、
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
②
の
典
拠
と
さ
れ
る
大



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
三
号

　
令
和
四
年
十
月

三

薦
福
寺
の
碑
が
、
岩
崎
［
二
〇
〇
五
］
の
推
定
の
よ
う
に
杜
鴻
漸
の
手
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
は
①
と
は
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
言

え
よ
う
。

　

③
『
高
僧
伝
』
は
、
文
中
に
「
灌
頂
弟
子
、
中
書
侍
郎
杜
鴻
漸
、
素
所
歸
奉
、

述
碑
紀
徳
焉
」（『
大
正
』
五
〇
、
七
一
二
上
一
七
～
一
八
）
と
あ
る
よ
う
に
、
①

の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
。
事
実
、
②
に
含
ま
れ
て
い
る
公
主
蘇
生
譚
の
文
は
内

容・

表
現・

語
句
い
ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
①
の
そ
れ
と
近
似
し
て
お
り
、
①
を

典
拠
と
す
る
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
（『
纂
解
』
三
九
頁
上
、
岩
崎
［
二
〇
〇

五
］
六
七
四
頁
参
照
）。

　

⑤
『
類
聚
八
祖
伝
』
は
前
述
の
よ
う
に
、
①
を
引
用
し
て
い
る
文
献
で
あ
る
。

勧
修
寺
慈
尊
院
の
栄
海
（
一
二
七
八
～
一
三
四
七
）
の
手
に
よ
る
（
岩
崎
［
二
〇

〇
五
］
六
六
四
頁
）。

　

以
上
、
公
主
蘇
生
譚
の
主
た
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
概
観
し
た
。
次
節
か
ら

具
体
的
に
、
そ
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
く
が
、
ま
ず
は
①
②
③
の
三
種
を
対
照

し
た
上
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
④
を
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
（
な
お
①
②
③
に
お

け
る
公
主
蘇
生
譚
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
［
二
〇
〇
五
］
六
六
八
～
六
六
九

頁
が
並
列
し
て
掲
載
し
、
①
③
に
比
べ
る
と
②
が
異
な
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
六

七
八
頁
）
が
、
そ
の
相
違
点
の
検
討
等
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
啓
蒙
』『
扶

老
』
は
②
③
の
み
を
対
照
し
異
同
を
論
じ
て
い
る
が
（
後
掲・

後
述
）、
本
稿
で
は

①
を
加
え
改
め
て
対
照
す
る
も
の
で
あ
る
）。

三
、
公
主
蘇
生
譚
の
並
行
話
比
較

　
『
和
尚
記
』『
高
僧
伝
』『
付
法
伝
』
の
本
文
（
そ
れ
ぞ
れ
岩
崎
［
二
〇
〇
五
］
六

六
五
頁・

『
大
正
』
五
〇
、
七
一
一
下・

『
弘
全
』
十
四
頁
）
を
比
較
し
た
際
、
顕

著
な
相
違
点
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
以
下
に
対
照
を
試
み
る
。

　

⑴�

冥
府
へ
の
使
者
の
構
成・

人
数

　
『
和
尚
記
』『
高
僧
伝
』
で
は
「
二
女
子
」
と
さ
れ
て
い
る
使
者
が
、『
付
法
伝
』

で
は
「
両
乳
母
及
二
童
女
」
の
計
「
四
人
」
に
な
っ
て
い
る
。

　

⑵�

『
付
法
伝
』
で
は
、
冥
府
に
送
る
た
め
に
使
者
を
殺
害
し
た
と
明
記
さ
れ
て
い

る

　
『
和
尚
記
』『
宋
高
僧
伝
』
で
は
「
臥
於
地
上
」「
臥
於
地
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、

『
付
法
伝
』
で
は
、
連
れ
て
き
た
乳
母
二
人
と
童
女
二
人
を
、
最
初
に
「
伏
地
息

絶
」
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
「
息
絶
」
を
「
気
絶
」
と
す
る
向
き
も
あ
る
が
（『
空

全
』
四
一
二
頁
）、
そ
の
直
後
の
文
で
こ
の
使
者
た
ち
を
「
死
（
せ
る
）
四
人
」
と

記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
殺
害
の
意
で
取
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
使
者
た
ち
は
一
旦
蘇
生
す
る
が
（「
四
人
一
時
起

坐
」）、
ま
た
「
四
人
倶
死
」
し
て
冥
府
に
赴
い
て
い
る
（
な
お
、
冥
府
に
赴
く
に

際
し
て
使
者
た
ち
が
死
し
た
と
の
記
述
は
、『
和
尚
記
』『
高
僧
伝
』
に
は
明
示
さ

れ
て
い
な
い
）。
更
に
、
公
主
の
蘇
生
に
際
し
て
、
そ
れ
に
伴
っ
て
こ
の
四
人
も
蘇

生
し
た
と
あ
る
が
（「
四
人
及
公
主
一
時
得
蘇
」）、
こ
の
記
述
か
ら
も
四
人
が
死
し
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四

て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
対
応
す
る
文
は
『
和
尚
記
』『
高
僧
伝
』
に
は
無

し
）。

　

こ
の
よ
う
に
『
付
法
伝
』
で
は
、
金
剛
智
が
冥
府
に
送
る
た
め
に
使
者
を
殺
害

し
た
と
明
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
和
尚
記
』『
高
僧
伝
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述

で
あ
る
。

　

⑶�

冥
府
に
持
っ
て
い
く
文
書
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
を
使
者
に
暗
記
さ
せ
る
場

面

　
『
和
尚
伝
』『
高
僧
伝
』
で
は
牛
仙
童
が
写
し
た
勅
書
を
「
別
処
」「
他
所
」
で
燃

や
さ
せ
た
後
、
そ
れ
を
使
者
た
ち
に
暗
唱
さ
せ
て
い
る（

３
）。

　
『
付
法
伝
』
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
使
者
た
ち
を
ま
ず
殺
し
て
お
き
（「
伏
地
息

絶
」）、
そ
の
「
死
（
せ
る
）
四
人
」
の
側
で
文
書
を
読
み
上
げ
、
そ
の
後
に
四
人

が
一
旦
蘇
生
し
、
先
刻
読
み
上
げ
ら
れ
た
文
書
を
暗
唱
す
る（

４
）。

そ
れ
が
終
わ
る
と

再
び
「
四
人
倶
死
」
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、『
和
尚
記
』『
高
僧
伝
』
で
は
「
別
の
場
所
で
燃
や
し
た
は
ず
の
（
自

分
の
目
で
見
て
い
な
い
）
文
書
を
暗
唱
す
る
」
と
い
う
奇
跡
が
、『
付
法
伝
』
で
は

「
死
者
が
蘇
生
し
て
文
書
を
暗
唱
す
る
」
と
い
う
奇
跡
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

⑷�

公
主
が
蘇
生
し
て
い
た
期
間

　
『
和
尚
記
』『
高
僧
伝
』
は
「
半
日
」、『
付
法
伝
』
は
「
三
日
」
と
す
る
。

四
、『
報
恩
抄
』
公
主
蘇
生
譚
の
特
異
性

　

前
節
で
は
『
和
尚
伝
』『
付
法
伝
』『
高
僧
伝
』
に
記
述
さ
れ
る
公
主
蘇
生
譚
に

つ
い
て
、
そ
の
比
較
を
行
っ
た
が
、『
報
恩
抄
』
に
お
け
る
日
蓮
の
筆
に
よ
る
そ
れ

は
、
先
の
三
者
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
簡
略
で
短
文
で
あ
り
な
が
ら
、
顕
著
な
相
違

を
二
点
も
有
し
て
い
る
点
で
特
異
で
あ
る
。
そ
の
、
先
の
三
者
と
の
相
違
点
と
は
、

以
下
の
二
点
で
あ
る
。

　

・�

身
代
と
し
た
二
女
子
を
「
薪
に
詰
め
込
ん
で
焼
き
殺
し
た
」
と
す
る
点

　

・�

公
主
（
姫
君
）
の
蘇
生
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
結
論
す
る
点

　

ま
ず
一
点
目
、
身
代
と
し
た
二
女
子
を
「
薪
に
詰
め
込
ん
で
焼
き
殺
し
た
」
と

す
る
点
に
つ
い
て
は
、『
和
尚
記
』『
付
法
伝
』『
高
僧
伝
』
の
公
主
蘇
生
譚
の
い
ず

れ
も
、
二
女
子
を
焼
き
殺
し
た
と
の
記
述
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
記
述

の
基
と
な
っ
た
ら
し
き
文
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
ず
『
付
法
伝
』
で
は
、
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
二
女
子
（
お
よ
び
両
乳

母
）
は
「
伏
地
息
絶
」「
死
四
人
」「
四
人
倶
死
」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
剛
智
の
呪

術
の
た
め
に
殺
害
さ
れ
た
と
明
確
に
記
述
し
て
い
る
（
こ
の
点
か
ら
、
日
蓮
は
『
高

僧
伝
』
に
寄
り
つ
つ
も
『
付
法
伝
』
を
も
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
十
分
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
）。
し
か
し
そ
の
殺
害
方
法
は
「
加
持
便
縛
」
と
あ
り
、
日
蓮
が
言

う
よ
う
な
「
薪
に
つ
み
こ
め
て
焼
殺
」（『
定
遺
』
一
二
二
九
頁
）
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
『
和
尚
記
』『
高
僧
伝
』
を
見
る
と
、
冥
府
に
持
た
せ
る
勅
書

を
「
焚
」
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
（「
焚
於
別
処
」／
「
焚
於
他
所
」）。
こ
れ
ら
を

合
わ
せ
見
る
と
日
蓮
は
、『
付
法
伝
』
か
ら
は
二
女
子
が
殺
害
さ
れ
た
旨
を
、『
高
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僧
伝
』
に
お
い
て
は
火
が
焚
か
れ
た
（
勅
書
が
焼
か
れ
た
）
旨
を
抽
出
し
、
こ
れ

ら
を
統
合
し
て
、「
二
女
子
が
焼
き
殺
さ
れ
た
」
と
記
述
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
推
測
と
概
ね
同
じ
解
釈
が
、『
扶
老
』
の
注
釈
に
お
い
て
も
簡
潔
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
僧
傳
文
、
二
女
縛
面
目
臥
於
地
ト
ア
ツ
テ
焼
害
未
見
。
然
、
付
法
伝
文
、

分
明
二
女
両
乳
母
殺
害
故
、
焼
害
其
義
同
故
、
寫
勅
一
紙
焚
於
他
所
之
文
、

殺
害
擬
玉
フ
歟
」（『
扶
老
』
二
五
八
頁
）

　
『
扶
老
』
は
「
擬
」
え
た
、
と
す
る
が
、
日
蓮
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ

る
。
金
剛
智
の
問
題
性
を
強
調
せ
ん
と
し
た
誇
張
表
現
な
の
か
、
あ
る
い
は
典
拠

の
誤
読
や
、
誤
っ
た
記
憶
に
基
づ
い
て
の
記
述
に
よ
る
も
の
か
（
も
し
く
は
「
公

主
を
焼
き
殺
し
た
」
と
す
る
別
の
文
献
等
が
あ
っ
た
の
か
）、
種
々
の
可
能
性
が
想

定
さ
れ
よ
う
。
な
お
先
学
に
お
い
て
は
、
更
な
る
会
通
を
試
み
た
例
も
あ
る
。『
啓

蒙
』
の
注
釈
を
引
い
て
み
よ
う
。

「
梵
於
他
所
ノ
詞
紙
ハ
カ
リ
ヲ
焼
ク
ヤ
ウ
ニ
モ
見
ユ
レ
ト
モ
、
已
ニ
冥
府
ニ

通
ス
ル
事
ナ
レ
ハ
、
肉
身
ノ
マ
ゝ
ニ
テ
ハ
成
カ
タ
カ
ル
ヘ
キ
故
ニ
、
二
女
子

倶
ニ
焼
失
セ
ル
事
必
然
ナ
ル
ヘ
キ
道
理
ニ
依
テ
、
今
薪
ニ
ツ
ミ
籠
テ
焼
害
セ

ル
ト
遊
セ
シ
ナ
ル
へ
シ
。
二
女
冥
然
誦
得
等
ノ
文
、
焚
焼
以
後
ノ
事
ナ
レ
ハ
、

金
剛
智
冥
ニ
見
ル
處
ノ
影
像
ノ
身
ニ
シ
テ
現
前
諸
人
ノ
見
知
ス
ル
處
ニ
ア
ラ

ス
。
其
上
付
法
傳
ニ
、
二
女
并
ニ
両
乳
母
、
公
主
ト
同
ク
死
亡
セ
ル
事
者
著

明
ナ
リ
。」（『
啓
蒙
』
六
六
五
頁
下
～
六
六
六
頁
上
）

　
『
高
僧
伝
』
に
よ
る
と
、
焼
い
た
の
は
（
二
女
子
で
は
な
く
）
勅
書
だ
け
で
あ
っ

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
冥
府
に
赴
か
せ
る
に
は
、
生
き
た
肉
身
の
ま

ま
で
は
困
難
だ
ろ
う
か
ら
、
二
女
子
も
勅
書
と
同
様
に
焼
か
れ
た
と
考
え
る
の
が

必
然
だ
ろ
う
。
な
お
、
焼
か
れ
た
勅
書
を
二
女
子
が
暗
唱
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
金
剛
智
が
（
既
に
焼
き
殺
さ
れ
て
そ
こ
に
い
な
い
）
二
女
子
の
影
像
を
幻
視
し

て
い
る
場
面
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。『
付
法
伝
』
に
も
、
二
女
子
が
死
亡
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
…
…
と
『
啓
蒙
』
は
述
べ
て
い
る（

５
）。

　

そ
し
て
『
啓
蒙
』
は
自
説
の
論
拠
と
し
て
、
二
女
子
（
お
よ
び
両
乳
母
）
の
死

を
伝
え
る
『
付
法
伝
』
に
言
及
し
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
『
付
法
伝
』
に
も
二

女
子
の
死
因
が
焼
死
で
あ
っ
た
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
点
は
問
題
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
『
啓
蒙
』
は
「
而
モ
焼
死
ノ
事
ヲ
記
セ
サ
ル
ハ
或
ハ
忌
憚
セ
ル
歟
」

（『
啓
蒙
』
六
六
六
頁
上
）
と
、
隠
蔽
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
不
審
を
述
べ
る
。

こ
こ
か
ら
『
啓
蒙
』
は
、
先
ほ
ど
は
根
拠
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
た
は
ず
の
『
付

法
伝
』
の
記
述
の
信
頼
性
に
、
今
度
は
疑
問
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先

ほ
ど
差
し
置
い
た
『
高
僧
伝
』
を
再
び
取
り
上
げ
、
こ
れ
と
『
付
法
伝
』
を
対
照

し
、「
僧
傳
ニ
ハ
可
半
日
間
然
後
長
逝
ト
云
ヘ
ル
ヲ
付
法
伝
ニ
三
日
之
後
ト
云
ヘ
ル

モ
相
違
セ
リ
」（
同
上
）
と
し
て
、
公
主
の
蘇
生
期
間
に
つ
い
て
、『
高
僧
伝
』
が

記
述
す
る
半
日
間
（「
可
半
日
間
、
然
後
長
逝
」）
よ
り
も
長
い
三
日
間
（「
三
日
之

後
命
終
」）
と
述
べ
た
『
付
法
伝
』
に
誇
張・

粉
飾
表
現
の
疑
い
を
言
外
に
指
摘
し

て
い
る
。
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先
の
二
女
子
焼
死
の
問
題
に
つ
い
て
は
『
高
僧
伝
』
で
は
不
十
分
と
ば
か
り
に

『
付
法
伝
』
を
持
ち
出
す
、
し
か
し
公
主
の
蘇
生
期
間
に
つ
い
て
は
『
付
法
伝
』
が

信
用
な
ら
ざ
る
と
し
て
再
び
『
高
僧
伝
』
に
依
る
…
…
こ
の
『
啓
蒙
』
の
議
論
の

仕
方
は
、『
高
僧
伝
』
が
不
十
分
な
る
こ
と
を
『
付
法
伝
』
に
よ
っ
て
、『
付
法
伝
』

の
不
十
分
な
る
こ
と
を
『
高
僧
伝
』
に
よ
っ
て
立
証
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
、
い

さ
さ
か
問
題
の
あ
る
論
理
展
開
と
言
え
る
。

　

な
お
付
言
す
れ
ば
、『
付
法
伝
』
の
方
が
『
高
僧
伝
』
よ
り
も
成
立
が
早
い
た

め
、『
付
法
伝
』
が
『
高
僧
伝
』
の
記
述
（
半
日
の
蘇
生
）
を
誇
張・

粉
飾
し
て

「
三
日
」
と
し
た
と
い
う
可
能
性
は
有
り
得
な
い
。
た
だ
し
『
高
僧
伝
』
の
当
該
文

は
『
和
尚
記
』
の
「
公
主
訣
別
半
日
間
、
然
後
長
逝
」
と
い
う
文
に
依
っ
て
お
り
、

『
和
尚
記
』
の
成
立
は
『
付
法
伝
』
に
先
行
す
る
。『
付
法
伝
』
が
『
和
尚
記
』
を

参
照
し
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
参
照
し
て
い
た
と
し
て
、
蘇
生
期
間

に
つ
い
て
誇
張・

粉
飾
し
た
可
能
性
や
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
敢
え
て
と
ら
ず
に
よ

り
長
い
蘇
生
期
間
を
述
べ
て
い
る
別
の
伝
承
を
選
択
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
蘇
生
期
間
を
め
ぐ
る
記
述
か
ら
、
本
節
冒
頭
に
掲
げ
た
二
点
の
う

ち
の
後
者
、
公
主
（
姫
君
）
の
蘇
生
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
結
論
す
る
点
に
つ
い

て
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
検
討
が
必
要
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
『
啓
蒙
』
は
「
僧

傳
ニ
ハ
可
半
日
間
然
後
長
逝
ト
云
ヘ
ル
ヲ
付
法
伝
ニ
三
日
之
後
ト
云
ヘ
ル
モ
相
違

セ
リ
」
と
い
う
指
摘
も
し
て
い
る
が
、
半
日
で
あ
ろ
う
と
三
日
間
で
あ
ろ
う
と
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
主
の
蘇
生
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
し

た
が
っ
て
『
啓
蒙
』
は
「
凡
ソ
玄
宗
ヨ
リ
懇
望
シ
玉
フ
ト
モ
永
ク
蘇
活
ス
ル
義
ニ

ア
ラ
ス
ン
ハ
身
代
ヲ
立
ヘ
キ
事
ニ
ア
ラ
ス
…
…
誠
ニ
無
慚
ノ
謗
ヲ
招
ク
ノ
ミ
ニ
ア

ラ
ス
、
衒
賣
伎
術
ノ
咎
ヲ
残
セ
リ
」（
同
前
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
『
啓
蒙
』
の

文
は
、
日
蓮
が
金
剛
智
の
蘇
生
術
を
失
敗
と
み
な
し
た
意
図
に
つ
い
て
の
推
量
と

し
て
、
極
め
て
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

第
六
節
に
お
い
て
改
め
て
検
討
し
た
い
。

五
、
日
蓮
に
よ
る
真
言
師
批
判
の
筆
法

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
金
剛
智
が
果
た
し
た
公
主
の
蘇
生
に
つ
い
て
、
そ
の

期
間
を
『
付
法
伝
』
は
三
日
と
し
、
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
『
和
尚
記
』『
高
僧

伝
』
が
半
日
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
件
の
三
書
中
で
は
、

『
付
法
伝
』
が
最
も
、
金
剛
智
の
事
績
を
強
調
し
た
筆
法
に
な
っ
て
い
る
と
言
え

る
。

　

し
か
し
『
付
法
伝
』
は
一
方
で
、
二
女
子
（
お
よ
び
両
乳
母
）
の
殺
害
が
殺
害

さ
れ
た
旨
を
、
赤
裸
々
に
述
べ
て
い
る
点
が
着
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
『
付

法
伝
』
は
あ
る
意
味
、
他
の
二
書
よ
り
も
金
剛
智
の
後
ろ
暗
い
面
を
強
調
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
『
付
法
伝
』
は
、『
啓
蒙
』
が
言
う
よ
う
に
、
金
剛
智
を
庇
っ
て
焼
死

の
件
を
隠
蔽
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
「
四
人
及
公
主
一
時
得
蘇
」
し

た
後
、
公
主
が
三
日
後
に
命
終
し
た
と
さ
れ
る
一
方
で
、
二
女
子
（
お
よ
び
両
乳

母
）
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
生
き
永
ら
え
た
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
、
た
と
え
術
の
上
で
の
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
で
も
な
お
、
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「
加
持
便
縛
、
伏
地
息
絶
」
と
し
て
、
女
性
を
加
持
に
よ
っ
て
絞
殺
す
る
金
剛
智
の

姿
は
衝
撃
的
で
あ
る
し
、
そ
の
後
「
死
四
人
」「
四
人
倶
死
」
と
彼
女
ら
の
死
が

度
々
念
押
し
さ
れ
る
の
も
奇
怪
で
あ
る
。『
付
法
伝
』
は
、
金
剛
智
の
優
れ
た
面
を

称
揚
し
た
い
の
か
、
後
ろ
暗
く
衝
撃
的
な
面
を
描
き
た
い
の
か
、
そ
の
肯
定・

否

定
の
態
度
が
、
一
見
す
る
と
相
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
ぜ
ら
れ
よ
う
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
二
女
子・

両
乳
母
殺
害
を
明
確
に
（
か
つ
、
繰
り
返
し
強

調
す
る
か
の
よ
う
に
）
記
述
す
る
こ
と
は
、
金
剛
智
を
称
え
る
文
と
し
て
、
決
し

て
否
定
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ
の
四
人
を
一
旦
殺
し
、

蘇
生
さ
せ
、
ま
た
死
な
せ
た
上
に
再
び
（
公
主
と
と
も
に
）
蘇
生
さ
せ
る
と
い
う

ふ
う
に
、
蘇
生
の
術
を
自
在
に
操
る
金
剛
智
の
霊
験
が
、
一
層
驚
異
的
に
示
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
二
女
子
の
死
が
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
『
高
僧
伝
』
で
語
ら
れ
る
の

は
あ
く
ま
で
公
主
一
人
の
蘇
生
だ
が
、『
付
法
伝
』
に
お
い
て
は
公
主
の
み
な
ら
ず

二
女
子
（
お
よ
び
両
乳
母
）
の
蘇
生
が
語
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
二
女
子
（
お
よ

び
両
乳
母
）
の
殺
害
を
述
べ
る
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
金
剛
智
の
負
の
部
分
を
示

す
よ
う
に
見
え
て
、
逆
に
そ
の
偉
大
さ
（
蘇
生
の
術
の
巧
み
さ
）
を
強
調
す
る
効

果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
『
付
法
伝
』
が
金
剛
智
の
偉
大
さ
を
強
調
す
る
た
め
、

敢
え
て
露
悪
的
に
二
女
子
（
お
よ
び
両
乳
母
）
殺
害
の
件
を
強
調
し
述
べ
る
の
に

対
し
、
日
蓮
は
素
朴
に
そ
の
秘
術
の
残
酷
な
る
こ
と
を
「
無
慙
に
は
を
ぼ
ゆ
れ
」

と
指
摘
し
、
か
え
っ
て
金
剛
智
を
批
判
す
る
材
料
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
換
骨
奪
胎
の
論
法
は
、『
報
恩
抄
』
に
お
い
て
、
こ
の
他
の
箇
所
に

も
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
同
じ
く
金
剛
智
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
公
主

蘇
生
譚
の
文
の
直
前
に
お
い
て
、
金
剛
智
の
雨
乞
い
が
次
の
よ
う
に
非
難
さ
れ
る

箇
所
が
あ
る
。

「
而
に
金
剛
智
三
蔵
勅
宣
に
よ
て
雨
の
祈
あ
り
し
か
ば
七
日
が
中
に
雨
下
る
。

天
子
大
に
悦
せ
給
ほ
ど
に
忽
に
大
風
吹
来
。
王
臣
等
け
う
さ
め
（
興
覚
）
給

て
、
使
を
つ
け
て
追
は
せ
給
し
か
ど
も
、
と
か
う
の
べ
て
留
し
也
。」（『
定

遺
』
一
二
二
八
～
一
二
二
九
頁
）

　

で
は
、
前
掲
の
ご
と
き
先
行
書
が
金
剛
智
の
雨
乞
い
を
い
か
に
描
写
し
て
い
る

か
と
い
え
ば
、『
高
僧
伝
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

「
即
時
西
北
風
生
。
飛
瓦
、
拔
樹
、
崩
雲
泄
雨
。
遠
近
驚
駭
。」（『
大
正
』
五

〇
、
七
一
一
中
二
七
～
二
八
）

　

更
に
『
付
法
伝
』
に
は
「
皇
帝
恐
其
漂
物
、
更
令
止
雨
」（『
弘
全
』
一
五
頁
）

と
の
文
も
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
金
剛
智
が
起
こ
し
た
風
雨
が
「
瓦
が
飛
び
木
が
抜

け
る
ほ
ど
の
勢
い
だ
っ
た
」「
為
政
者
が
恐
れ
て
、
制
止
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
」
と
し

て
、
そ
の
威
力
を
称
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
金
剛
智
の
雨
乞

い
の
威
力
を
示
す
た
め
に
肯
定
的
に
言
及
さ
れ
た
「
家
屋
の
破
損
、
樹
木
の
被
害
」

「
為
政
者
の
恐
れ
」
に
つ
い
て
、
日
蓮
は
こ
れ
を
逆
手
に
取
り
、「
為
政
者
た
ち
を

興
醒
め
さ
せ
る
よ
う
な
、
迷
惑
な
大
風
が
吹
い
た
」（「
忽
に
大
風
吹
来
。
王
臣
等

け
う
さ
め
（
興
覚
）
給
て
」）
と
し
て
、
逆
に
金
剛
智
を
批
判
す
る
材
料
に
転
化
し
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八

て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
高
僧
伝
』『
付
法
伝
』
で
は
金
剛
智
の
法
力
の
偉

大
さ
の
論
証
と
し
て
提
示
さ
れ
た
現
象
を
、
日
蓮
は
逆
手
に
取
り
、「
そ
の
法
力
は

迷
惑
で
あ
っ
た
」
と
し
て
批
判
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
公
主
蘇
生
譚

に
お
け
る
論
法
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

霊
験
の
大
き
さ
の
論
証
と
し
て
出
さ
れ
た
壮
語
を
、
か
え
っ
て
非
難
の
材
料
と

す
る
…
…
こ
れ
は
金
剛
智
に
つ
い
て
の
記
述
の
み
な
ら
ず
、
彼
と
並
ぶ
真
言
宗
祖

師
で
あ
る
善
無
畏
、
不
空
（
七
〇
五
～
七
七
四
）
の
雨
乞
い
の
事
績
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
批
判
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
善
無
畏
に
つ
い
て
の
記
述
は
、「
彼
伝
を
見
る
に
云
、
今
観
畏
之
遺
形
漸　

加　

縮
小　

黒
皮
隠
　々

骨　

其　

露　

焉
等
［
云
云
］」（『
定
遺
』
一
二
二
八

頁
）
と
い
う
一
文
か
ら
『
高
僧
伝
』
が
典
拠
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
同
書
は

善
無
畏
の
雨
乞
い
を
以
下
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

「
既
而
昏
霾
大
風
震
電
。
力
士
纔
及
天
津
橋
。
風
雨
隨
馬
而
驟
、
街
中
大
樹

多
拔
焉
。
力
士
入
奏
、
而
衣
盡
霑
濕
矣
。
帝
稽
首
迎
畏
、
再
三
致
謝
。」（『
大

正
』
五
〇
、
七
一
五
下
二
一
～
二
四
）

　

こ
の
よ
う
に
善
無
畏
が
雨
乞
い
に
よ
っ
て
巻
き
起
こ
し
た
風
雨
は
凄
ま
じ
く
、

街
中
の
大
樹
を
多
く
抜
き
去
る
ほ
ど
の
効
力
で
あ
っ
た
…
…
と
『
高
僧
伝
』
は
描

写
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
て
大
風
で
倒
木
が
起
こ
っ
た
様
を
、
日
蓮
は
『
報
恩
抄
』

に
お
い
て
、
以
下
に
引
く
よ
う
に
「
風
害
」
と
し
て
語
り
直
し
て
い
る
。

「
又
雨
の
い
の
り
を
を
ほ
せ
つ
け
ら
れ
た
り
し
に
、
忽
に
雨
は
下
た
り
し
か

ど
も
、
大
風
吹
て
国
を
や
ぶ
る
。
結
句
死
し
給
て
あ
り
し
に
は
、
弟
子
等
集

て
臨
終
い
み
じ
き
や
う
を
ほ
め
し
か
ど
も
、
無
間
大
城
に
堕
に
き
。
問
云
、

何
に
を
も
つ
て
か
こ
れ
を
し
る
。
答
云
、
彼
伝
を
見
る
に
云
、
今
観
畏
之
遺

形
漸　

加　

縮
小　

黒
皮
隠
　々

骨　

其　

露　

焉
等
［
云
云
］。」（『
定
遺
』

一
二
二
八
頁
）

　

こ
う
し
て
、『
高
僧
伝
』
で
は
武
勇
伝
の
ご
と
く
語
ら
れ
て
い
る
善
無
畏
の
雨
乞

い
の
霊
験
を
、
日
蓮
は
迷
惑
な
失
敗
と
著
述
し
て
お
り
、
更
に
そ
の
後
に
あ
る
善

無
畏
の
死
相
に
つ
い
て
の
描
写
と
（
こ
れ
を
不
吉
と
し
た
上
で
）
結
び
つ
け
て
い

る
。

　

不
空
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。『
高
僧
伝
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
雨
乞
い
の
様

子
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
始
者
玄
宗
尤
推
重
焉
。
嘗
因
歳
旱
。
勅
空
祈
雨
。
空
曰
。
過
某
日
可
禱
之
。

或
強
得
之
其
暴
可
怪
。
勅
請
本
師
金
剛
智
設
壇
。
果
風
雨
不
止
。
坊
市
有
漂

溺
者
、
樹
木
有
拔
仆
者
、
遽
詔
空
止
之
。」（『
大
正
』
五
〇
、
七
一
三
下
一
〇

～
一
四
）

　

玄
宗
皇
帝
の
勅
命
で
不
空
が
執
り
行
っ
た
雨
乞
い
は
、
風
雨
が
止
ま
ら
ず
、
市

中
に
は
雨
水
に
漂
流
し
溺
れ
る
者
ま
で
出
て
、（
善
無
畏・

金
剛
智
と
同
様
に
）
樹

木
が
抜
け
る
ほ
ど
で
、
制
止
さ
れ
る
ほ
ど
の
威
力
で
あ
っ
た
…
…
こ
の
『
高
僧
伝
』
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令
和
四
年
十
月

九

に
お
け
る
い
わ
ば
「
武
勇
伝
」
と
し
て
の
記
述
を
、
や
は
り
日
蓮
は
「
災
害
」
と

し
て
弾
劾
し
て
い
る
。

「
雨
の
御
い
の
り
う
け
給
た
り
し
が
、
三
日
と
申
に
雨
下
る
。
天
子
悦
せ
給

て
我
と
御
布
施
ひ
か
せ
給
。
須
由
あ
り
し
か
ば
、
大
風
落
下
内
裏
を
も
吹
や

ぶ
り
、
雲
閣
月
卿
の
宿
所
一
所
も
あ
る
べ
し
と
も
み
へ
ざ
り
し
か
ば
、
天
子

大
に
驚
て
宣
旨
な
り
て
風
を
と
ど
め
よ
。
且
く
あ
り
て
は
又
吹
、
又
吹
せ
し

ほ
ど
に
、
数
日
が
間
や
む
こ
と
な
し
。」（『
定
遺
』
一
二
二
九
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
金
剛
智
の
み
な
ら
ず
、
善
無
畏・

不
空
に
つ
い
て
も
そ

の
雨
乞
い
を
、
風
害
を
も
た
ら
し
た
と
批
判
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
根
拠
と

し
て
、
雨
乞
い
の
霊
験
の
偉
大
さ
を
強
調
す
る
逸
話
を
転
用
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る（

６
）。

そ
し
て
か
か
る
一
連
の
批
判
に
つ
い
て
、
日
蓮
は
以
下
の
よ
う
に
総
括
し

て
い
る
。

「
此
三
人
の
悪
風
は
漢
土
日
本
の
一
切
の
真
言
師
の
大
風
な
り
。
さ
に
て
あ

る
や
ら
ん
。
去
文
永
十
一
年
四
月
十
二
日
の
大
風
は
、
阿
弥
陀
堂
加
賀
法
印

東
寺
第
一
の
智
者
の
雨
の
い
の
り
に
吹
た
り
し
逆
風
な
り
。
善
無
畏・

金
剛

智・

不
空
の
悪
法
を
す
こ
し
も
た
が
へ
ず
伝
た
り
け
る
か
。
心
に
く
し
心
に

く
し
。」（『
定
遺
』
一
二
二
九
頁
）

　

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
堂
加
賀
法
印
の
雨
乞
い
に
つ
い
て
は
、『
報
恩

抄
』
と
同
年
（
建
治
二
［
一
二
七
六
］）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
種
種
御
振
舞
御

書
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
と
は
日
蓮
が
佐
渡
か
ら
鎌
倉
へ
帰

還
し
、
平
頼
綱
と
の
対
面
を
果
た
し
て
の
、
最
後
の
国
家
諫
暁
を
行
な
っ
た
直
後

で
あ
る
。
か
か
る
時
機
に
お
い
て
、
東
寺
の
阿
弥
陀
堂
法
印
が
雨
乞
い
を
成
功
さ

せ
、
世
間
の
評
判
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

「
同
四
月
十
日
よ
り
阿
弥
陀
堂
法
印
に
仰
付
ら
れ
て
雨
の
御
い
の
り
あ
り
。

此
法
印
は
東
寺
第
一
の
智
人
、
を
む
ろ
（
御
室
）
等
の
御
師
、
弘
法
大
師・

慈
覚
大
師・

智
証
大
師
の
真
言
の
秘
法
を
鏡
に
か
け
、
天
台・

華
厳
等
の
諸

宗
を
み
な
胸
に
う
か
べ
た
り
。
そ
れ
に
随
て
十
日
よ
り
の
祈
雨
に
十
一
日
に

大
雨
下
り
て
風
ふ
か
ず
、
雨
し
づ
か
に
て
一
日
一
夜
ふ
り
し
か
ば
、
…
…
鎌

倉
中
の
上
下
万
人
、
手
を
た
ゝ
き
口
を
す
く
め
て
、
わ
ら
う
や
う
は
、
日
蓮

ひ
が
法
門
申
て
、
す
で
に
頚
を
き
ら
れ
ん
と
せ
し
が
、
と
か
う
（
左
右
）
し

て
ゆ
り
た
ら
ば
、
さ
で
は
な
く
し
て
念
仏・

禅
を
そ
し
る
の
み
な
ら
ず
。
真

言
の
密
教
な
ん
ど
を
も
そ
し
る
ゆ
へ
に
、
か
ゝ
る
法
の
し
る
し
（
験
）
め
で

た
し
と
の
ゝ
し
り
し
か
ば
、
日
蓮
が
弟
子
等
け
う
（
興
）
さ
め
て
、
こ
れ
は

御
あ
ら
義
と
申
せ
し
程
に
…
…
」（『
定
遺
』
九
八
〇
頁
）

　

阿
弥
陀
堂
法
印
が
成
功
さ
せ
た
雨
乞
い
は
、
日
蓮
が
否
定
し
た
真
言
祈
祷
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
蓮
の
敗
北
と
喧
伝
さ
れ
、
弟
子
た
ち
の
動
揺
を
招

く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
危
機
に
対
し
、
日
蓮
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
行
な
っ
た
。
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一
〇

「
日
蓮
が
申
や
う
は
、
し
ば
し
ま
て
、
…
…
日
蓮
云
、
善
無
畏
も
不
空
も
雨

の
い
の
り
に
雨
は
ふ
り
た
り
し
か
ど
も
、
大
風
吹
て
あ
り
け
る
と
み
ゆ
。
弘

法
は
三
七
日
す
ぎ
て
雨
を
ふ
ら
し
た
り
。
此
等
は
雨
ふ
ら
さ
ぬ
が
ご
と
し
。

三
七
二
十
一
日
に
ふ
ら
ぬ
雨
や
あ
る
べ
き
。
設
ふ
り
た
り
と
も
な
ん
の
不
思

議
か
あ
る
べ
き
。
天
台
の
ご
と
く
、
千
観
な
ん
ど
の
ご
と
く
、
一
座
な
ん
ど

こ
そ
た
う
（
尊
）
と
け
れ
。」（『
定
遺
』
九
八
〇
～
九
八
一
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
阿
弥
陀
堂
法
印
の
雨
乞
い
の
成
功
に
つ
い
て
、
弟
子
の

動
揺
を
止
め
自
ら
の
正
当
性
を
述
べ
る
た
め
に
、
善
無
畏・

不
空
（
そ
し
て
金
剛

智
）
の
伝
記
に
お
い
て
共
通
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
大
風
の
描
写
（
霊
験
の
威
力

の
大
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
文
）
に
注
目
し
、
こ
れ
を
「
風
害
」
と
し
て

読
み
替
え
る
論
法
を
用
い
た
。
か
か
る
日
蓮
の
反
駁
は
、
法
印
の
雨
乞
い
の
後
に

実
際
に
風
害
が
起
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
立
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

「
い
ゐ
も
あ
は
せ
ず
大
風
吹
来
る
。
大
小
の
舎
宅・

堂
塔・

古
木・
御
所
等

を
或
は
天
に
吹
の
ぼ
せ
、
或
は
地
に
吹
い
れ
、
そ
ら
に
は
大
な
る
光
物
と
び
、

地
に
は
棟
梁
み
だ
れ
た
り
。
人
々
を
も
ふ
き
こ
ろ
（
吹
殺
）
し
、
牛
馬
を
ゝ

く
た
ふ
れ
ぬ
…
…
た
だ
事
と
も
み
へ
ず
。
ひ
と
へ
に
こ
の
い
の
り
の
ゆ
へ
に

や
と
を
ぼ
へ
て
、
わ
ら
ひ
口
す
く
め
せ
し
人
々
も
、
け
う
（
興
）
さ
め
て
あ

り
し
上
、
我
弟
子
ど
も
も
あ
ら
不
思
議
や
と
舌
を
ふ
る
う
。」（『
定
遺
』
九
八

一
～
九
八
二
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、
日
蓮
に
よ
る
真
言
師
た
ち
の
伝
記
の
解
釈
法
…
…
雨
乞
い
の
成

功
の
誇
示
を
、
雨
乞
い
が
も
た
ら
す
弊
害
の
記
述
と
し
て
読
み
替
え
る
…
…
は
、

弟
子
の
同
様
を
治
め
、
教
団
存
続
の
危
機
を
脱
す
る
た
め
の
必
須
の
論
理
で
あ
っ

た
。
し
か
も
現
実
に
風
害
が
起
き
た
こ
と
で
、
そ
の
解
釈
の
正
し
さ
が
立
証
さ
れ

た
形
に
な
っ
た
こ
と
は
、
日
蓮
の
確
信
を
大
い
に
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
し
て
『
報
恩
抄
』
に
お
い
て
も
、
同
様
の
論
法
に
よ
っ
て
真
言
師
た
ち
へ
の

批
判
を
行
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
更
に
は
雨
乞
い
に
つ
い
て
の
記
述
の
み
な
ら
ず
、

金
剛
智
の
公
主
蘇
生
譚
に
お
い
て
も
、
そ
の
論
法
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
、
日
蓮
と
返
魂
儀
礼

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
日
蓮
は
金
剛
智
の
蘇
生
術
を
失
敗
と
み
な
し
、
こ
れ
に

痛
烈
な
る
批
判
を
加
え
た
。
し
か
し
彼
は
、
か
か
る
批
判
の
足
場
と
し
て
、
代
案

（
も
し
く
は
正
解
）
と
し
て
の
蘇
生
術
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い

か
（
そ
れ
故
の
批
判
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
）、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
本
節
で
は
述
べ
て
い
く
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
ま
ず
、
公
主
蘇
生
譚
が
持

つ
意
義
を
今
一
度
確
認
し
、
ま
た
日
本
特
有
の
仏
教
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
概
観

す
る
必
要
が
あ
ろ
う（

７
）。

　
『
付
法
伝
』
に
引
か
れ
た
公
主
蘇
生
譚
に
つ
い
て
、
宮
崎
［
一
九
八
七
］
は
、

「
金
剛
智
三
蔵
が
玄
宗
皇
帝
の
た
め
に
用
い
た
マ
ジ
ッ
ク
は
、
道
士
が
返
魂
見
形
の

術
と
い
っ
て
、
死
者
を
招
き
寄
せ
生
前
の
容
姿
を
見
せ
る
秘
儀
を
行
な
っ
て
い
た
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道
教
の
マ
ジ
ッ
ク
で
あ
り
…
…
密
教
を
弘
め
る
た
め
に
は
、
金
剛
智
三
蔵
も
そ
の

よ
う
な
中
国
人
好
み
の
呪
法
を
用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」（
九
〇
頁
）

と
し
、
こ
の
金
剛
智
の
公
主
蘇
生
譚
を
、「
金
剛
智
、
善
無
畏
、
不
空
ら
の
イ
ン
ド

出
身
の
阿
闍
梨
を
は
じ
め
密
教
僧
た
ち
が
、
中
国
に
お
け
る
布
教
活
動
に
い
か
に

苦
心
せ
ら
れ
た
か
、
想
像
に
余
る
も
の
が
あ
る
と
共
に
、
中
国
密
教
樹
立
の
た
め

に
中
国
在
来
の
道
儒
の
教
え
を
摂
取
し
て
人
心
を
把
握
さ
れ
た
」（
宮
崎
［
一
九
八

七
］
八
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
宮
崎
の
論
考
で
は
、
ひ
と
ま
ず
道
教
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

「
中
国
在
来
の
道
儒
の
教
え
」
と
も
い
う
よ
う
に
、
儒
教
に
お
い
て
も
返
魂
の
術
は

重
視
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
儀
礼
と
し
て
も
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば

『
礼
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
周
人
は
臭
を
尚
（
た
っ
と
）
ぶ
。
灌
ぐ
に
鬯
（
ち
ょ
う
）
臭
を
用
う
…
…

既
に
奠
（
て
ん
）
し
て
、
然
る
後
に
蕭
（
し
ょ
う
）
を
焫
（
や
）
き
て
羶
薌

（
け
い
こ
う
）
に
合
す
。
凡
そ
祭
り
に
は
諸
を
此
に
慎
む
。
魂
気
は
天
に
帰

し
、
形
魄
は
地
に
帰
す
…
…
尸
を
堂
に
坐
し
…
…
直
祭
は
主
に
祝
し
…
…
」

（『
漢
大
』
四
一
一
～
四
一
三
頁
）

　

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
古
代・

周
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
返

魂
儀
礼
の
様
相
で
あ
る
。
死
者
の
魂
魄
を
、
酒
や
香
草
の
香
り
、
供
物
に
よ
っ
て

招
き
寄
せ
、
こ
れ
を
依
代
に
寄
り
付
か
せ
る
。
依
代
は
、
死
者
の
頭
蓋
骨
を
被
っ

た
遺
族
な
ど
が
務
め
る
（
こ
れ
を
「
尸
」
と
い
う
）。
ま
た
、「
主
」
を
用
い
る
こ

と
も
あ
る
（「
主
」
と
は
「
神
主
」「
木
主
」
と
い
い
、
依
代
と
し
て
遺
骨
な
ど
を

用
い
る
代
わ
り
に
、
文
字
で
死
者
の
姓
名
な
ど
を
書
い
た
木
の
板
を
用
い
た
、
簡

略
の
も
の
で
あ
る
）。
こ
の
儀
礼
に
よ
っ
て
、
死
者
は
再
生
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
。

　

魂
を
呼
び
戻
し
招
き
、
依
代
を
用
い
、
死
者
を
復
活
さ
せ
る
…
…
こ
う
し
た
中

国
伝
統
の
返
魂
儀
礼（

８
）と

、
公
主
蘇
生
譚
に
お
け
る
金
剛
智
の
二
女
子
を
（
一
種
、

「
依
代
」
の
よ
う
に（

９
））

用
い
た
術
は
、
確
か
に
近
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ

う
に
金
剛
智
が
公
主
蘇
生
譚
で
見
せ
た
術
は
、（
先
の
宮
崎
の
論
考
で
も
指
摘
さ
れ

て
い
た
通
り
）「
中
国
在
来
の
道
儒
の
教
え
」
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
き
た
返
魂
儀

礼
を
摂
取
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

な
お
先
に
引
い
た
『
礼
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
返
魂
儀
礼
は
香
を
焚
き
、

依
代
（「
神
主
」「
木
主
」
な
ど
）
を
用
い
て
行
う
や
り
方
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
だ

が
、
そ
の
「
神
主
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
位
牌
と
な
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
香

を
焚
い
て
魂
を
呼
ぶ
儀
式
も
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
焼
香
と
な
る
」（
加
持
［
二

〇
一
五
］
一
九
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
か
か
る
返
魂
儀
礼
を
取
り
込
ん
だ
死

者
供
養
が
「
仏
式
」
の
葬
儀
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
折
し

も
、
金
剛
智
が
自
身
の
密
教
に
返
魂
儀
礼
を
取
り
入
れ
て
み
せ
た
時
期
、
す
な
わ

ち
玄
宗
皇
帝
の
治
世
は
、
仏
教
者
が
死
者
供
養
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代

で
も
あ
っ
た

（
（1
（

。

　

仏
教
者
に
よ
る
返
魂
儀
礼
の
摂
取
、
そ
し
て
、
仏
教
者
に
よ
る
死
者
供
養
へ
の

参
入
…
…
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
、
玄
宗
皇
帝
の
時
代
に
お
い
て
、
軌
を
一
に
し
た

点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
こ
う
し
た
習
合
を
淵
源
と
す
る
動
き
が
、
お
そ
ら
く
は



日
蓮
と
金
剛
智
三
蔵
（
岡
田
文
弘
）

一
二

今
日
の
我
々
が
日
本
で
見
る
と
こ
ろ
の
「
葬
式
仏
教
」
の
形
態
に
ま
で
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
葬
式
仏
教
に
つ
い
て
見
る
上
で
も
、

金
剛
智
の
公
主
蘇
生
譚
は
重
要
な
伝
承
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
金
剛
智
の
返
魂
儀
礼
を
、
日
蓮
は
『
報
恩
抄
』
で
批
判
的
に
検
討
し
て
い

る
わ
け
だ
が
、
他
な
ら
ぬ
日
蓮
自
身
、
返
魂・

招
魂
と
い
っ
た
現
象
に
つ
い
て
並
々

な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
「
日
蓮
と
い
ゐ
し
者
は
去
年
九
月
十
二
日
子

丑
の
時
に
頚
は
ね
ら
れ
ぬ
。
此
は
魂
魄
佐
土
の
国
に
い
た
り
て
、
返
年
の
二
月
雪

中
に
し
る
し
て
、
有
縁
の
弟
子
へ
を
く
れ
ば
、
を
そ
ろ
し
く
て
を
そ
ろ
し
か
ら
ず
」

（『
定
遺
』
五
九
〇
頁
）
と
い
う
、『
開
目
抄
』（
文
永
八
年
）
の
有
名
な
一
文
か
ら

も
伺
え
る
。

　

そ
し
て
こ
の
『
開
目
抄
』
脱
稿
か
ら
程
な
く
し
て
、
日
蓮
は
返
魂
に
つ
い
て
思

索
を
深
め
、
独
自
の
返
魂
儀
礼
の
理
論
を
、
そ
れ
こ
そ
死
者
供
養
の
実
践
と
紐
つ

け
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
が
文
永
九
年
の
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
に
お

け
る
、
以
下
の
文
で
あ
る
。

「
法
華
を
悟
れ
る
智
者
死
骨
を
供
養
せ
ば
生
身
即
法
身
。
是
を
即
身
と
い
ふ
。

さ
り
ぬ
る
魂
を
取
返
て
死
骨
に
入
れ
て
彼
魂
を
変
て
仏
意
と
成
す
。
成
仏
是

也
。
即
身
の
二
字
は
色
法
、
成
仏
の
二
字
は
心
法
。
死
人
の
色
心
を
変
て
無

始
の
妙
境
妙
智
と
成
す
。
是
則
即
身
成
仏
也
。」（『
定
遺
』
七
九
四
頁
）

　
『
法
華
経
』
を
体
得
し
た
者
は
、
死
者
を
供
養
す
る
に
あ
た
っ
て
、
魂
を
仏
意
に

変
じ
て
遺
骨
に
入
れ
、
そ
の
遺
骨
を
仏
身
に
変
ず
る
。
こ
れ
を
即
身
成
仏
義
と
す

る
…
…
こ
の
よ
う
に
日
蓮
は
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
に
お
い
て
、
返
魂
儀
礼
の

シ
ス
テ
ム
（
霊
魂
を
遺
骨
に
依
ら
せ
る
）
に
全
面
的
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
そ
の

儀
礼
は
『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
と
し
、
こ
れ
を
「
即
身
成
仏
」
の
教

義
と
し
て
再
定
義
す
る
と
い
う
、
追
善
供
養
の
新
た
な
理
論
を
樹
立
し
て
い
る

（
（1
（

。

　

こ
の
理
論
に
立
っ
た
上
で
、
日
蓮
は
金
剛
智
の
術
を
批
判
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
贄
（
犠
牲
）
を
必
要
と
し
な
い
即
身
成
仏
と
し
て
の
返
魂

儀
礼
を
提
唱
し
た
と
い
う
自
負
か
ら
、
犠
牲
を
払
っ
て
の
一
時
的
な
蘇
生
で
あ
る

金
剛
智
の
術
を
「
永
ク
蘇
活
ス
ル
義
ニ
ア
ラ
ス
ン
ハ
身
代
ヲ
立
ヘ
キ
事
ニ
ア
ラ
ス
」

と
し
て
批
判
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

呪
術
に
よ
る
か
り
そ
め
の
蘇
生
で
は
な
く
、『
法
華
経
』
に
基
づ
く
追
善
供
養
に

よ
る
返
魂
儀
礼
（
遺
骨
供
養
）
を
、
即
身
成
仏
義
と
し
て
提
唱
し
た
日
蓮
…
…
彼

の
そ
の
教
義
確
立
に
至
る
ま
で
の
思
索
は
、
中
国
で
の
返
魂
儀
礼
と
仏
教
と
の
習

合
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
批
判
的
検
討
が
な
さ
れ
つ
つ
も
供
養
の
形
式
が
整
備
さ

れ
て
い
き
、
独
自
の
「
葬
式
仏
教
」
と
な
っ
て
い
く
様
相
の
一
端
を
、
如
実
に
伝

え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

七
、
ま
と
め

　

本
論
文
で
は
、
日
蓮
遺
文
『
報
恩
抄
』
に
見
ら
れ
る
金
剛
智
三
蔵
の
「
公
主
蘇

生
譚
」
に
つ
い
て
考
究
し
た
。

　

ま
ず
、
公
主
蘇
生
譚
を
含
む
『
和
尚
記
』『
高
僧
伝
』『
付
法
伝
』
を
比
較
し
、

そ
の
上
で
『
報
恩
抄
』
と
対
照
し
、
同
書
の
特
異
記
述
（
身
代
と
し
た
二
女
子
を
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「
薪
に
詰
め
込
ん
で
焼
き
殺
し
た
」
と
す
る
点
／
公
主
［
姫
君
］
の
蘇
生
が
失
敗
に

終
わ
っ
た
と
結
論
す
る
点
）
に
つ
い
て
指
摘・

論
考
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
日
蓮
の
（
公
主
蘇
生
譚
を
通
し
て
の
）
密
教
批
判
の
論
法
に
つ
い

て
考
察
し
た
。
即
ち
、
ま
ず
先
行
の
諸
伝
に
お
い
て
は
霊
験
を
強
調
す
る
意
図
で

書
か
れ
た
記
述
を
、
日
蓮
は
否
定
的
な
記
述
と
し
て
用
い
て
い
る
点
（
雨
乞
い
に

つ
い
て
の
記
述
で
も
同
様
の
筆
法
が
見
ら
れ
る
）
を
確
認
し
、
あ
わ
せ
て
密
教
の

返
魂
儀
礼
に
対
し
て
、
日
蓮
自
身
も
返
魂
儀
礼
に
つ
い
て
独
自
の
論
理
を
構
築
し

て
い
る
点
（『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』）
を
指
摘
し
た
。

註（
１
）	「
第
二
十
五
公
主
蘇
生
譚
」
岩
崎
［
二
〇
〇
五
］
六
七
四
頁
。

（
２
）	

岩
崎
［
二
〇
〇
五
］
六
六
四
頁
参
照
。
な
お
こ
れ
に
先
行
し
て
、
岡
崎
［
一
九
一
四
］

は
『
高
僧
伝
』
所
収
の
公
主
蘇
生
譚
に
つ
い
て
「
金
剛
灌
頂
の
弟
子
杜
鵠
漸
（
マ
マ
）

の
撰
に
か
〻
る
金
智
三
蔵
の
碑
銘
も
亦
こ
れ
と
同
じ
」（
三
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

	

あ
わ
せ
て
岩
崎
［
二
〇
〇
五
］
は
『
類
聚
八
祖
伝
』
か
ら
『
和
尚
記
』
の
逸
文
を
抽
出・

再
構
成
し
て
校
訂
テ
キ
ス
ト
を
作
っ
て
お
り
、
本
稿
も
こ
れ
を
用
い
る
。

（
３
）	『
和
尚
記
』：「
使
牛
仙
童
寫
一
紙
勅
、
焚
於
別
処
。
大
師
以
真
言
、
加
持
此
二
女
子
、

即
皆
誦
得
、
一
字
無
遺
」、『
高
僧
伝
』：「
使
牛
仙
童
寫
勅
、
一
紙
焚
於
他
所
。
智
以
密

語
呪
之
。
二
女
冥
然
誦
得
不
遺
一
字
」。

（
４
）	「
即
命
人
於
被
縛
死
四
人
側
被
読
…
…
即
交
誦
不
錯
一
字
」。

（
５
）	

冥
府
に
は
生
身
の
肉
体
で
は
行
け
な
い
、
従
っ
て
二
女
子
は
（
焼
き
）
殺
さ
れ
た
の

だ
…
…
と
い
う
、
こ
の
『
啓
蒙
』
の
論
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、『
古
事
記
』
に
お
け
る

イ
ザ
ナ
ギ
の
冥
界
訪
問
譚
で
あ
る
。

	

「
是
に
其
の
妹・

伊
邪
那
美
（
イ
ザ
ナ
ミ
）
の
命
を
相
見
と
欲
（
お
も
）
ひ
て
、
黄
泉
国

に
追
ひ
往
き
き
…
…
入
り
見
た
ま
ひ
し
時
、
宇
士
多
加
礼
（
ウ
ジ
た
か
れ
）、
許
呂
呂
岐

弖
（
こ
ろ
ろ
き
て
）
…
…
是
に
伊
邪
那
岐
の
命
、
見
畏
み
て
逃
げ
還
る
」（『
大
古
』
六

三
～
六
五
頁
）。

	

イ
ザ
ナ
ギ
は
死
し
た
妹
の
イ
ザ
ナ
ミ
に
会
い
に
冥
界
へ
赴
く
。
し
か
し
彼
は
、
生
身
の

肉
体
の
ま
ま
で
現
世
と
冥
界
と
を
自
由
に
往
来
し
て
い
る
。
か
つ
イ
ザ
ナ
ミ
の
方
も
、

現
世
で
死
し
た
状
態
（
蛆
に
た
か
ら
れ
た
死
体
）
の
姿
の
ま
ま
で
冥
界
に
い
る
。
ま
さ

に
「
肉
身
ノ
マ
ゝ
ニ
テ
」「
冥
府
ニ
通
ス
ル
」
と
い
う
冥
界
観・

死
生
観
が
、
そ
こ
に
表

さ
れ
て
い
る
。

	

こ
の
イ
ザ
ナ
ギ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
古
代
日
本
の
死
生
観
（
現
世
と
冥
界
を
「
地
続
き
」

と
し
て
捉
え
る
）
の
特
異
性
を
示
す
例
と
し
て
、
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
こ
の
後
、
冥
府
は
現
世
と
地
続
き
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
り
、
生
者
と
死
者
は
階

層
を
異
に
す
る
と
い
う
死
生
観
が
一
般
化
し
て
い
き
、「
肉
身
ノ
マ
ゝ
ニ
テ
」「
冥
府
ニ

通
ス
ル
」
と
い
う
イ
ザ
ナ
ギ
の
物
語
は
「
特
異
例
」
と
な
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

	

翻
っ
て
、
先
の
『
啓
蒙
』
の
解
釈
は
、
中
世
の
中
国
に
お
け
る
逸
話
た
る
公
主
蘇
生
譚

を
、
近
世
日
本
の
日
講
が
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
古
代
日
本
の
特
異
な
死
生
観
（
イ
ザ

ナ
ギ
の
よ
う
に
、
生
身
の
肉
体
の
ま
ま
で
冥
府
と
行
き
来
し
得
る
）
と
反
す
る
言
説
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
宜
な
る
か
な
と
言
え
よ
う
。

（
６
）	「
其
徳
ヲ
記
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
詞
ノ
中
ニ
還
テ
其
失
ヲ
顯
セ
ル
ヲ
本
化
ノ
高
覧
ヲ
以
テ

指
摘
シ
テ
破
ヲ
加
へ
玉
ヘ
ル
巧
智
辯
得
ヲ
稱
ス
へ
カ
ラ
ス
」（『
啓
蒙
』
六
六
七
頁
上
）。

	

な
お
、『
三
三
蔵
祈
雨
事
』
に
も
同
様
の
批
判
が
見
ら
れ
る
（
定
遺
一
〇
六
六
～
一
〇
六

七
頁
）。

（
７
）	

な
お
本
節
で
検
討
す
る
、
金
剛
智
の
公
主
蘇
生
譚
と
中
国
在
来
の
返
魂
儀
礼
と
の
関

連
／
玄
宗
皇
帝
時
代
に
お
け
る
仏
式
葬
儀
の
台
頭
／
そ
し
て
返
魂
儀
礼
を
摂
取
し
た
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
伝
播
お
よ
び
日
蓮
に
よ
る
受
容
、
と
い
う
流
れ
に
つ
い
て
は
、
岡

田
［
二
〇
二
一
］
に
て
大
意
を
述
べ
た
が
、
本
論
文
で
は
公
主
蘇
生
譚
と
日
蓮
と
に
焦

点
を
よ
り
絞
り
、
さ
ら
に
考
究
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
８
）	
加
持
［
二
〇
一
五
］
一
七
～
一
九
頁
参
照
。

（
９
）	

日
蓮
は
『
報
恩
抄
』
で
二
女
子
を
「
身
の
代
」
と
言
っ
て
い
る
。

（
10
）	「
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
頃
（
岡
田
注
：
太
宗
の
時
代
）
の
貴
族
社
会
に



日
蓮
と
金
剛
智
三
蔵
（
岡
田
文
弘
）

一
四

お
け
る
仏
教
儀
礼
で
は
、
葬
儀
、
七
七
斎
を
は
じ
め
と
す
る
後
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

死
者
、
死
霊
供
養
に
関
わ
る
一
連
の
儀
礼
は
資
料
か
ら
は
ま
だ
読
み
取
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
開
元
時
代
頃
に
な
る
と
、
例
え
ば
『
旧
唐
書
』「
姚
崇

伝
」
に
玄
宗
初
期
の
宰
相
姚
崇
が
家
族
に
対
し
て
七
七
斎
を
戒
め
て
い
る
記
述
が
見
ら

れ
、
玄
宗
の
時
代
頃
ま
で
に
死
霊
供
養
の
七
七
斎
が
俗
に
通
じ
る
当
時
の
僧
侶
の
間
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
」（
荒
見
［
二
〇
一
四
］
二

九
頁
）。

（
11
）	「
葬
式
仏
教
」
は
日
本
特
有
の
形
態
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
日
本
で
突
然
変
異

的
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
先
に
見
た
よ
う
な
中
国
仏
教
の
展
開
が
素
地
と
し
て
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

（
12
）	

な
お
件
の
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
の
文
は
、
法
要
式
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
死
者
供

養
の
儀
礼
の
場
で
実
際
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
言
い
添
え
て
お
き
た
い
。

	

「
こ
の
法
華
経
を
信
じ
讃
歎
す
る
人
、
ご
遺
骨
を
供
養
し
奉
れ
ば
、
人
の
身
即
ち
仏
の

身
と
な
り
給
う
。
こ
れ
即
身
と
申
す
な
り
。
人
の
身
よ
り
去
り
ゆ
き
し
魂
、
忽
ち
取
り

返
し
、
亡
き
人
の
ご
遺
骨
に
魂
入
れ
ぬ
れ
ば
、
御
遺
骨
変
じ
て
仏
の
御
心
と
な
る
べ
し
。

こ
れ
を
成
仏
と
申
す
な
り
。
即
身
の
二
文
字
は
身
の
教
え
、
成
仏
の
二
文
字
は
心
の
教

え
な
り
。」（
要
品
、
日
蓮
宗
新
聞
社
）

〈
参
考
文
献
〉

（
一
次
文
献
お
よ
び
略
号
）

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
→
大
正

『
昭
和
定
本　

日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
（
一
九
五
二
～
一
九
五
九
）
→
定
遺

『
弘
法
大
師
全
集
』
一
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
一
〇
）
→
弘
全

『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
一
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
）
→
空
全

『
礼
記
』：『
新
釈
漢
文
大
系
28　

礼
記　

下
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
七
）
→
『
漢
大
』

『
古
事
記
』：『
日
本
古
典
文
学
大
系
１　

古
事
記　

祝
詞
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
）
→

『
大
古
』

日
講
『
録
内
啓
蒙
』
上
（『
日
蓮
宗
全
書
』
本
満
寺
、
一
九
七
五
）
→
『
啓
蒙
』

日
好
『
録
内
扶
老
』（『
日
蓮
宗
全
書
』
本
満
寺
、
一
九
七
七
）
→
『
扶
老
』

日
修
『
御
書
註
』
上
（『
日
蓮
宗
全
書
』
本
満
寺
、
一
九
七
七
）

運
敞
『
祕
密
漫
荼
羅
教
付
法
傳
纂
解
』（『
續
真
言
宗
全
書
』
三
二
、
高
野
山
大
学
、
二
〇
〇

八
）
→
『
纂
解
』

（
二
次
文
献
）

荒
見
泰
史
「
唐
代
仏
教
儀
礼
及
其
通
俗
化
（
上
）」『
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
』
二
一
～
四
六

頁
、
二
〇
一
四
。

岩
崎
日
出
男
「
杜
鴻
漸
撰
述
『
金
剛
智
三
蔵
和
尚
記
』
の
逸
文
に
つ
い
て
」『
ア
ジ
ア
文
化
の

思
想
と
儀
礼
』
六
六
三
～
六
七
九
頁
、
二
〇
〇
五
。

岡
崎
密
乗
「
金
剛
智
三
蔵
伝
記
考
」『
密
宗
学
報
』
一
一
、
二
五
～
三
二
頁
、
一
九
一
四

岡
田
文
弘
「
日
本
の
霊
魂
観
―
文
学・

物
語
を
中
心
に
―
」
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
編
『
現

代
教
化
シ
リ
ー
ズ
１　

霊
と
仏
教
』
五
九
～
七
五
頁
、
二
〇
二
一
。

加
地
伸
行
『
儒
教
と
は
何
か　

増
補
版
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
五
。

小
林
是
恭
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
一
八
、
大
林
閣
、
一
九
三
九
。

宮
崎
忍
勝
「
密
教
と
道
教
の
周
辺
」『
密
教
文
化
』
一
五
九
、
八
七
～
一
〇
二
頁
、
一
九
八

七
。

守
屋
貫
教
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
五
、
龍
吟
社
、
一
九
三
二
。

※
引
用
文
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
ま
た
適
宜
句
読
点
を
加
え
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉�

日
蓮
、
金
剛
智
三
蔵
、
空
海
、『
報
恩
抄
』、『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』、『
三

蔵
和
尚
記
』、『
広
付
法
伝
』、『
宋
高
僧
伝
』




